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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消費電力を低減するために待機モード駆動の際に、パネルの一部領域である表示領域で
映像を表示し、それ以外の領域である非表示領域でブラックを表示する有機電界発光表示
装置の駆動方法において、
　前記表示領域及び前記非表示領域に走査信号を順次に供給する段階と、
　前記表示領域に前記走査信号が供給される時、データ駆動部に前記映像に対応するデー
タ信号を供給する段階と、
　前記非表示領域に前記走査信号が供給される時、検査部で前記ブラックに対応するデー
タ信号を供給する段階と、
　を含み、
　前記非表示領域に前記走査信号が供給される時、前記データ駆動部に含まれたバッファ
ーに電源供給が中断され、前記検査部は検査期間以外には前記ブラックに対応する電圧の
供給を受け、前記検査部と前記データ駆動部との間に前記表示領域および前記非表示領域
が位置することを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記検査部は、
　データ線と複数の検査ラインとの間にそれぞれ位置されるスイッチング素子を備え、
　前記スイッチング素子は、前記非表示領域に前記走査信号が供給される時ターンオンさ
れることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
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【請求項３】
　前記検査ラインは、
　前記ブラックのデータ信号に対応する電圧の供給を受けることを特徴とする請求項２に
記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　映像を表示する駆動モード及び消費電力を最小化するための待機モードで駆動される有
機電界発光表示装置において、
　前記駆動モード及び待機モード期間の間、走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、
　前記待機モード期間の間映像が表示される表示領域に走査信号が供給される時前記映像
に対応するデータ信号をデータ線に供給するためのデータ駆動部と、
　前記待機モード期間の間前記映像が表示されない非表示領域に前記走査信号が供給され
る時、ブラックに対応するデータ信号を前記データ線に供給するための検査部と、
　前記検査部に検査制御信号を供給するためのタイミング制御部と、
　を備え、
　前記待機モード期間の間前記非表示領域に前記走査信号が供給される時、前記データ駆
動部に含まれたバッファーへの電源供給が中断され、
　前記検査部は検査期間以外には前記ブラックに対応する電圧の供給を受け、前記検査部
と前記データ駆動部との間に前記表示領域および前記非表示領域が位置することを特徴と
する有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記検査部は、
　ブラックデータ信号に対応する電圧の供給を受ける複数の検査ラインと、前記データ及
び検査ラインそれぞれの間に位置されて、前記検査制御信号が供給される時ターンオンさ
れるスイッチング素子と、
　を備えることを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記タイミング制御部は、
　前記待機モード期間の間前記非表示領域に前記走査信号が供給される時、前記検査制御
信号を供給することを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記データ駆動部の出力端と前記データ線との間に位置されるデマルチプレクサ部をさ
らに備えることを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、消費電力を最小化す
ることができるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Cathode Ray Tube）の短所である重さと体積を減らすことができる各
種平板表示装置等が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置(Liquid Crys
tal Display)、電界放出表示装置(Field Emission Display)、プラズマ表示パネル(Plasm
a Display Panel)、及び有機電界発光表示装置(Organic Light Emitting Display Device
)などがある。
【０００３】
　平板表示装置の中で有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを利用して映像を表示する装置で、これは速い応答速度を持つとと
もに低い消費電力によって駆動されるという長所がある。
【０００４】
　実際に、有機電界発光表示装置は高い色再現性、薄い厚さなどの長所によって多様な携
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帯用機器に使われている。ここで、携帯用機器とは一般的に所定の情報を表示する駆動モ
ードと消費電力を最小化するための待機モードで駆動される。
【０００５】
　駆動モードにあって、携帯用機器は、使用者の入力に対応して所定の映像を表示する。
待機モードにあって、携帯用機器は消費電力が最小化されるように画素部の一部領域に所
定の画像、例えば日付、時間などを表示する。しかし、画素部の一部領域に所定の画像が
表示される場合にも一画面に対応するデータ信号が供給されるため、データ駆動部で消費
される電力は駆動モード及び待機モードで同一に設定される。したがって、待機モードに
あって、データ駆動部の消費電力を最小化することができる方法が要求されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明は上記問題を鑑みてなされたものであって、その目的は、待機モー
ド駆動の際、データ駆動部の消費電力を最小化することができるようにした有機電界発光
表示装置及びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の実施例による消費電力を低減するために待機モー
ド駆動の際に、パネルの一部領域である表示領域で映像を表示し、それ以外の領域である
非表示領域でブラックを表示する有機電界発光表示装置の駆動方法において、前記表示領
域及び非表示領域に走査信号を順次に供給する段階と、前記表示領域に前記走査信号が供
給される時データ駆動部に前記映像に対応するデータ信号を供給する段階と、前記非表示
領域に前記走査信号が供給される時検査部で前記ブラックに対応するデータ信号を供給す
る段階と、を含む。
【０００８】
　望ましくは、前記検査部はデータ線と複数の検査ラインとの間にそれぞれ位置されるス
イッチング素子を備え、前記スイッチング素子は前記非表示領域に前記走査信号が供給さ
れる時にターンオンされる。前記検査ラインは、前記ブラックのデータ信号に対応する電
圧の供給を受ける。前記非表示領域に前記走査信号が供給される時前記データ駆動部に含
まれたバッファへの電源供給が中断される。
【０００９】
　本発明の実施例による映像を表示する駆動モード及び消費電力を最小化するための待機
モードで駆動される有機電界発光表示装置において、前記駆動モード及び待機モード期間
にあって、走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、前記待機モード期間にあって、映
像が表示される表示領域に走査信号が供給される時、前記映像に対応するデータ信号をデ
ータ線に供給するためのデータ駆動部と、前記待機モード期間の間前記映像が表示されな
い非表示領域に前記走査信号が供給される時、ブラックに対応するデータ信号を前記デー
タ線に供給するための検査部と、前記検査部に検査制御信号を供給するためのタイミング
制御部を備える。
【００１０】
　望ましくは、前記検査部は前記ブラックデータ信号に対応する電圧の供給を受ける複数
の検査ラインと、前記データ及び検査ラインそれぞれの間に位置されて、前記検査制御信
号が供給される時ターンオンされるスイッチング素子を備える。
【００１１】
　前記タイミング制御部は、前記待機モード期間の間前記非表示領域に前記走査信号が供
給される時、前記検査制御信号を供給する。前記待機モード期間の間前記非表示領域に前
記走査信号が供給される時、前記データ駆動部に含まれたバッファーへの電源供給が中断
される。前記データ駆動部の出力端と前記データ線との間に位置されるデマルチプレクサ
部をさらに備える。
【発明の効果】
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【００１２】
　上述したように、本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、待機モー
ド駆動の際に非表示領域に走査信号が供給される期間、データ駆動部をオフさせ、これに
よって消費電力を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示された検査部及びデマルチプレクサ部の実施例を示す図である。
【図３】待機モード駆動の際有機電界発光表示装置で表示される画像の実施例を示す図で
ある。
【図４】図１に示された画素の実施例を示す回路図である。
【図５】待機モード駆動の際供給される駆動波形を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施す
ることができる好ましい実施例について添付された図１乃至図５を参照して詳しく説明す
る。
【００１５】
　図１は、本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。図１を参照す
れば、本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ）を駆動す
るための走査駆動部３００と、データ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）を駆動するためのデータ駆動部
２００と、走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ）及びデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）の交差部に位置される
複数の画素１０１を含む画素部１００と、データ駆動部２００とデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ
）との間に接続されるデマルチプレクサ部４００と、データ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）と接続さ
れるように位置される検査部６００と、データ駆動部２００、走査駆動部３００、デマル
チプレクサ部４００及び検査部６００を制御するためのタイミング制御部５００とを備え
る。
【００１６】
　走査駆動部３００は、タイミング制御部５００から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受
ける。走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部３００は走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ
）に走査信号を順次に供給する。
【００１７】
　データ駆動部２００は、タイミング制御部５００からデータ駆動制御信号ＤCSの供給を
受ける。データ駆動制御信号ＤCSの供給を受けたデータ駆動部２００は、出力線（Ｏ１乃
至Ｏｋ）に複数のデータ信号を順次に供給する。
【００１８】
　有機電界発光表示装置が駆動モードで駆動される場合、データ駆動部２００は画素部１
００の内部に含まれたすべての画素１０１に対応するデータ信号を出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ
）に供給する。
【００１９】
　有機電界発光表示装置が待機モードで駆動される場合、データ駆動部２００は表示領域
（画像が表示される領域）に位置された画素１０１に対応するデータ信号を出力線（Ｏ１
乃至Ｏｋ）に供給する。この時、データ駆動部２００は表示領域を除いた非表示領域に位
置された画素１０１にデータ信号を供給しない。実際に、非表示領域に位置された画素１
０１に走査信号が供給される期間の間、データ駆動部２００はオフ状態に設定され、これ
によって消費電力を低減することができる。例えば、非表示領域に位置された画素１０１
に走査信号が供給される期間の間、データ駆動部２００に含まれて出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ
）と接続されたバッファ（図示せず）に電源を供給しないことで、データ駆動部をオフ状
態に設定し、これによって消費電力を最小化することができる。
【００２０】
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　デマルチプレクサ部４００は、データ駆動部２００の出力端子（Ｏ１乃至Ｏｋ）を介し
て伝達されたデータ信号をデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給する。ここで、デマルチプレ
クサ部４００は出力端子（Ｏ１乃至Ｏｋ）それぞれに供給された複数のデータ信号を複数
のデータ線Ｄに伝達する。例えば、デマルチプレクサ部４００は一つの出力線Ｏ１に順次
に供給される三つのデータ信号を三つのデータ線（Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３）に伝達することが
できる。
【００２１】
　このために、デマルチプレクサ部４００はタイミング制御部５００からデマルチプレク
サ制御信号（ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ）の供給を受ける。デマルチプレクサ制御信号（Ｃ
ＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ）の供給を受けたデマルチプレクサ部４００は、デマルチプレクサ
制御信号（ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ）に対応して出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）それぞれに供給
される三つのデータ信号を三つのデータ線Ｄに伝達する。
【００２２】
　検査部６００は、待機モード駆動の際非表示領域に位置された画素１０１でブラックに
対応する電圧、すなわちブラックデータ信号を供給する。このような検査部６００はパネ
ルのマザー基板検査の際にデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）の所定の検査信号を供給する。本願
発明ではマザー基板検査のために設置された検査部６００を利用して待機モード駆動の際
データ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）にブラックに対応する電圧を供給する。
【００２３】
　画素部１００は、走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ）及びデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）と接続される
複数の画素１０１を備える。画素１０１は、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第１電源ＥＬＶＤＤ
より低い電圧レベルを持つ第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受ける。第１電源ＥＬＶＤＤ及び
第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けた画素１０１それぞれは、データ信号に対応して第１電
源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード（図示せず）を経由して第２電源ＥＬＶＳＳへ流れ
る電流量を制御しながら所定の映像を表示する。
【００２４】
　タイミング制御部５００は、走査駆動部３００に走査駆動制御信号ＳＣＳを供給し、デ
ータ駆動部２００にデータ駆動制御信号ＤCSを供給する。そして、タイミング制御部５０
０は、外部から供給されたデータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ　Ｄａｔａ）を再整列してデータ駆動部２
００に供給する。また、タイミング制御部５００は、デマルチプレクサ部４００にデマル
チプレクサ制御信号（ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ）を供給し、検査部６００に検査制御信号
ＩＣＳを供給する。ここで、検査制御信号ＩＣＳは待機モード駆動の際非表示領域に走査
信号が供給される期間の間供給される。
【００２５】
　図２は、図１に示された検査部及びデマルチプレクサ部の実施例を示す図面である。図
２では、説明の便宜性のためにデマルチプレクサ部４００が一つの出力線に供給されたデ
ータ信号を三つのデータ線に伝達すると仮定する。
【００２６】
　図２を参照すれば、デマルチプレクサ部４００は第１デマルチプレクサトランジスタＤ
ＴＲ１、第２デマルチプレクサトランジスタＤＴＲ２及び第３デマルチプレクサトランジ
スタＤＴＲ３を備える。
【００２７】
　第１デマルチプレクサトランジスタＤＲ１は、データ線（Ｄ１、Ｄ４、．．．、Ｄｍ-
２）と出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）との間にそれぞれ形成される。このような第１デマルチプ
レクサトランジスタＤＲ１は、第１デマルチプレクサ制御信号ＣＬＡが供給される時、タ
ーンオンされて出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）からのデータ信号をデータ線（Ｄ１、Ｄ４、．．
．、Ｄｍ-２）に供給する。
【００２８】
　第２デマルチプレクサトランジスタＤＲ２は、データ線（Ｄ２、Ｄ５、．．．、Ｄｍ-
１）と出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）との間にそれぞれ形成される。このような第２デマルチプ
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レクサトランジスタＤＲ２は、第２デマルチプレクサ制御信号ＣＬＢが供給される時、タ
ーンオンされて出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）からのデータ信号をデータ線（Ｄ２、Ｄ５、．．
．、Ｄｍ-１）に供給する。
【００２９】
　第３デマルチプレクサトランジスタＤＲ３は、データ線（Ｄ３、Ｄ６、．．．、Ｄｍ）
と出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）との間にそれぞれ形成される。このような第３デマルチプレク
サトランジスタＤＲ３は、第３デマルチプレクサ制御信号ＣＬＣが供給される時、ターン
オンされて出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）からのデータ信号をデータ線（Ｄ３、Ｄ６、．．．、
Ｄｍに）供給する。
【００３０】
　一方、デマルチプレクサトランジスタ（ＤＲ１乃至ＤＲ３）は、第１デマルチプレクサ
トランジスタＤＲ１、第２デマルチプレクサトランジスタＤＲ２、及び第３デマルチプレ
クサトランジスタＤＲ３の順に反復的に形成される。この場合、デマルチプレクサ制御信
号（ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ）の供給順序に対応して一本の出力線からのデータ信号が三
つのデータ線Ｄに供給されうる。
【００３１】
　検査部６００は、第１スイッチング素子ＳＷ１、第２スイッチング素子ＳＷ２、及び第
３スイッチング素子ＳＷ３を備える。第１スイッチング素子ＳＷ１は、第１検査ラインＢ
Ｌとデータ線（Ｄ１、Ｄ４、．．．、Ｄｍ-２）との間にそれぞれ形成される。このよう
な第１スイッチング素子ＳＷ１は検査制御信号ＩＣＳが供給される時ターンオンされてデ
ータ線（Ｄ１、Ｄ４、．．．、Ｄｍ-２）と第１検査ラインＢＬを電気的に接続する。
【００３２】
　第２スイッチング素子ＳＷ２は、第２検査ラインＧＬとデータ線（Ｄ２、Ｄ５、．．．
、Ｄｍ-１）との間にそれぞれ形成される。このような第２スイッチング素子ＳＷ２は検
査制御信号ＩＣＳが供給される時、ターンオンされてデータ線（Ｄ２、Ｄ５、．．．、Ｄ
ｍ-１）と第２検査ラインＧＬを電気的に接続する。
【００３３】
　第３スイッチング素子ＳＷ３は、第３検査ラインＲＬとデータ線（Ｄ３、Ｄ６、．．．
、Ｄｍ）との間にそれぞれ形成される。このような第３スイッチング素子ＳＷ３は検査制
御信号ＩＣＳが供給される時ターンオンされてデータ線（Ｄ３、Ｄ６、．．．、Ｄｍ）と
第３検査ラインＲＬを電気的に接続する。
【００３４】
　一方、検査制御信号ＩＣＳは、待機モードで駆動される期間中、一部期間にて、タイミ
ング制御部５００から供給される。そして、パネルが駆動モード及び待機モードで駆動さ
れる期間にて、第１乃至第３検査ライン（ＢＬ、ＧＬ、ＲＬ）にはハイレベル、すなわち
ブラックデータ信号に対応する電圧が供給される。実際に、第１乃至第３検査ライン（Ｂ
Ｌ、ＧＬ、ＲＬ）はマザー基板単位検査に使用されるもので、検査期間以外にはハイレベ
ルの電圧の供給を受ける。
【００３５】
　図３は、待機モード駆動の際、有機電界発光表示装置で表示される画像の実施例を示す
。図３を参照すれば、有機電界発光表示装置で待機モード駆動の際画素部１００の一部領
域である表示領域１２０で所定の映像が表示される。
【００３６】
　有機電界発光表示装置が待機モード駆動の際、画素部１００は表示領域１２０と非表示
領域１１０に区分される。表示領域１２０には日付、時間などのアイコンが表示され、非
表示領域１１０にはブラック画面が表示される。この場合、所定の映像を表示する表示領
域１２０に位置された画素には所定の電流が流れる。しかし、ブラックを表示する非表示
領域１１０に位置された画素には電流が流れない。すなわち、有機電界発光表示装置が待
機モード駆動の際、画素部１００に流れる電流の量が駆動モード状態より少なく設定され
、これによって消費電力を減少することができる。
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【００３７】
　追加的に、本願発明では検査部６００を利用して非表示領域１１０に位置された画素１
０１にブラックデータ信号を供給すると共に、データ駆動部２００をオフ状態に設定する
ことで消費電力をさらに減少させることができるという長所がある。
【００３８】
　図４は、図１に示された画素の実施例を示す回路図である。図４を参照すれば、本発明
の実施例による画素１０１は、第１トランジスタＭ１、第２トランジスタＭ２、ストレー
ジキャパシタＣｓｔ及び有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を備える。
【００３９】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接
続され、カソード電極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤは、第１トランジスタＭ１から供給される電流量に対応して所定輝度の光を生
成する。
【００４０】
　第１トランジスタＭ１の第１電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は有機
発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の
ゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続される。このような第１トラ
ンジスタＭ１は、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応する電流を有機発
光ダイオード（ＯＬＥＤ）に供給する。
【００４１】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、データ線Ｄｍに接続され、第２電極はストレージ
キャパシタＣｓｔの一側端子に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極
は走査線Ｓｎに接続される。このような第２トランジスタＭ２は、走査線Ｓｎに走査信号
が供給される時、ターンオンされてデータ線Ｄｍからのデータ信号をストレージキャパシ
タＣｓｔの一側端子に供給する。
【００４２】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１トランジスタＭ１のゲート電極と第１電源ＥＬＶ
ＤＤとの間に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
する電圧を充電する。
【００４３】
　図５は、待機モード駆動の際に供給される駆動波形を示す図面である。図５を参照すれ
ば、非表示領域１１０に走査信号が供給される期間中、データ駆動部２００はオフ状態に
設定される。例えば、データ駆動部２００のアンプ（バッファー）に供給される電源を遮
断することで、データ駆動部２００をオフさせることができる。そして、非表示領域１１
０に走査信号が供給される期間中タイミング制御部５００から検査部６００に検査制御信
号ＩＣＳが供給される。
【００４４】
　検査部６００に検査制御信号ＩＣＳが供給されれば、スイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ
２、ＳＷ３）がターンオンされる。スイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３）がター
ンオンされれば、データ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）それぞれが第１乃至第３検査ライン（ＢＬ、
ＧＬ、ＲＬ）のうちいずれか一つと接続される。この時、第１乃至第３検査ライン（ＢＬ
、ＧＬ、ＲＬ）にはブラックデータ信号に対応する電圧が供給され、これによってデータ
線（Ｄ１乃至Ｄｍ）にはブラックデータ信号が供給される。
【００４５】
　この場合、非表示領域１１０に走査信号が供給される期間中、画素１０１は検査部６０
０を経由してデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給されたブラックデータ信号の供給を受ける
。したがって、非表示領域１１０に位置された画素１０１は非発光状態に設定される。
【００４６】
　表示領域１２０に走査信号が供給される期間中、データ駆動部２００は正常状態に駆動
される。つまり、順次に供給されるデマルチプレクサ制御信号（ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ
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）に対応して出力線（Ｏ１乃至Ｏｋ）それぞれには三つのデータ信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が順
次に供給される。この場合、デマルチプレクサ制御信号（ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣ）によ
ってデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）にはデータ信号が供給される。
【００４７】
　データ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給されたデータ信号は、走査信号が供給される時表示領
域１２０に位置された画素１２０に供給される。この時、画素１２０は表示しようとする
アイコンに対応して所定の光を生成する。
【００４８】
　上述した本願発明では待機モード駆動中、非表示領域１００に走査信号が供給される期
間の間データ駆動部２００からデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）にデータ信号を供給せず、これ
によって消費電力を最小化することができる。
【００４９】
　以上のように、本発明の最も好ましい実施形態について説明したが、本願発明は、上記
記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示された発
明の要旨に基づき、当業者が様々な変形や変更が可能であることはもちろんであり、斯か
る変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５０】
　１００　画素部、
　１０１　画素、
　２００　データ駆動部、
　３００　走査駆動部、
　４００　デマルチプレクサ部、
　５００　タイミング制御部、
　６００　検査部
【図１】 【図２】
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